
12)宮部貴子,森本真弓,鈴木樹理,室山泰之,鈴村崇
文,冠地富士男,田中洋之,早川清治,演田穣

(2007)幸島のニホンザルにおける血清生化学検査.
第23回霊長類学会 (2007/07,彦根).
13)森光由樹,川本芳 (2007)保護管理にむけた神奈川
県のニホンザル地域個体群の遺伝的モニタリング

法の検討.第23回日本霊長類学会大会 (2007/07,
彦根).

14)千田寛子,東英夫,川本芳,玉手英利 (2007)山形
県及び周辺地域におけるニホンザル (Macaca

fuscata)の遺伝学的集団構造.日本晴乳類学会2007
年度大会 (2007/09,府中).
15)田中美希子,田中洋之,平井啓久 (2007)チャイロ
キツネザルの種間雑種集団の遺伝分析2.第23回

日本霊長類学会大会 (2007/07,彦根).
16)川本芳 (2008)アンデスのラクダ科動物に関する遺
伝学的研究.第 186回中部人類学談話会 ミニ ･シ
ンポジウム｢アンデスのラクダ科動物とその利用に

IXl]する学際的研究｣ (2008/03,名古屋).

系統発生分野

高井正成 (教授),西村剛 (准教授),荻野慎太郎 (教務補

佐員),ThaungHtike,ZinMaungMaungThe主n,

伊藤毅 (大学院生)

<研究概要>

A)ユーラシア大陸における新第三紀のオナガザル上科

霊長類の進化に関する研究

高井正成,西村剛 ,荻野慎太郎,ThaungHtike,ZinMaung

MaungTbein,伊藤毅

ユーラシア大陸におけるオナガザル上科の進化プロ

セスを古生物学的観点から研究を継続している.特に,

中央ユーラシアで見つかっているParapresbytLrS(コロブ

ス亜科),ユーラシア大陸の広域で見つかっている大型

オナガザル亜科 (prognocephalusとparadolichopithecus),
東ユーラシアで見つかっているマカク類などに関して

古生物学的な解析を行い,それらの系統位置や古生物
地理などを明らかにした.

B)東アジアの古第三紀の化石霊長類の進化に関する研
究

高井正成,西村剛,ThaungHtike,ZinMaungMaungThe主n,
伊藤毅

ミャンマー連邦中央部のボンダウン地域に広がる中

期始新世未の地層を対象にして,霊長類化石の発掘を

目的とした調査をおこなっている.同地域から見つか

る化石霊長類は,原始的な曲鼻猿類と真猿類の中間的

な形態を示し●,真猿類の起源地と起源時期に関する論

争に大きな貢献をした.

C)南米大陸における第三紀の化石霊長類の研究
高井正成

南米大陸各地の第三紀の地層から発見された化石広

鼻猿煩の形態学的および系統的な解析をおこなってい

る.特にコロンビア国南部のラベンタ地域から発見さ

れた中期中新世の複数の化石霊長類と,ボリビア国中

部のサジャ地域から発見された漸新世末期の化石盃長

類に関して研究を行った.

D)チンパンジーにおける喉頭嚢の発達変化に関する研
究

西村剛,三上章允 (行動発現分野),鈴木樹理 (入校進化

モデル研究センター),宮部貴子 (人類進化モデル研究

センター),松沢哲郎 (思考言語分野),友永雅己 (思考

言語分野),田中正之 (思考言語分野)
多くの霊長類では喉頭付近に開口する喉頭頚という

気嚢があるが,ヒト系統でなぜ消失している.その進化

や,ヒト系統での消失の進化的要因は,いまだによくわ

かっていない.チンパンジーの頚部を磁気共鳴画像法

(MRl)で撮像し,喉頭嚢の成長変化を分析し,喉頭袋の
進化的適応について重要な示唆を与えた.

E)ニホンザルにおける声道形状の発達変化に関する研
究

甲村剛,大石高生 (器官調節分野),鈴木樹理 (人類進化

モデル研究センター),宮部貴子 (人類進化モデノレ研究
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センター)

Oから3歳までのニホンザルを対象に,定期的に所頚

部の MRI相性を行い.喉頭下降現象を含む7.J道形状が

どのように発適するのかを明らかにした.ニホンザル

において,ヒトにみられる喉頭下降の一部を枕認した.

ヒトの話しことばに関わる生物学的去ち盤は,話しこと

ばとは関係なく,長い忠良類,仰乳桝の進化のqlでモザ
イク的に現れたとするiLi化モデルを支持した.

F)トランスバイカル地域鮮新統産出の噛乳斯化石相の

解析

荻野慎太郎,南井正成

シベリアのバイカル湖南東岸のウドゥンガ (Udunga)

地域の鮮新世後半 (およそ350万年前)の地層から産出
した輔乳類化石の解析を行っている.国内外の共同研

究者とともに,霊長類1種,宙歯類7種,兎類4種,食肉
頬11種,長鼻類2種,奇蹄類5種,偶蹄類9種を含む噛

乳頬相について古生物学的解析と記載を行った.

G)ミャンマー中部における中新世から更新世の偶蹄類

を中心とした進化プロセスに関する古生物学的研究

ThaungHtike,ZinMaungMaungThe主n,高井正成
ミャンマーの新第三紀輔乳類生屑序の解明を目指し,

中新世から更新世に生息していた輔乳粁相の形態,系統

と進化に関する研究を行っている.特にイノシシ科と

カバ科の化石種を対象に,系統分類学的位置とその進

化過程について検討をおこなった.

H)ミャンマー中部チャインザクック地域の新第三紀噴

乳類相の解析

ZinMaungMaungThein,高井正成
ミャンマー中部チャインザクック地域に分布する新

第三紀の陸生化石噛乳類相の解析を安定同位体を用い

て行っている.またサイ科化石を中心に新第三紀にお

けるアジアの晴乳類の移動や環境変化に関する解析を

行っている.

I)マカク属における鼻腔と上顎洞の形態変異とその系

統解析-の応用

伊藤毅,西村剛,高井正成

現生マカク属の頭骨をCT撮像し,鼻腔と上顎洞にお

ける種問変異を分析してその系統解析-の有用性を検

討した.これに基きベ トナム北部から産出していたマ

カク頭骨化石を再検討し,べニガオザルとの近縁性を

示唆した.

<研究業績>
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